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１
９
８
０
年
代
前
半
、
私
は
米
国
に
暮
ら

し
た
。
こ
の
時
代
、
米
国
に
お
け
る
日
本
の

存
在
感
は
大
き
か
っ
た
。
主
要
大
学
で
は
日

本
研
究
が
盛
ん
で
、
毎
日
の
よ
う
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ど
こ
か
で
日
本
関
連
の
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ
た
。
米
国
が
停
滞
す

る
一
方
で
、
日
本
は
世
界
一
の
成
長
株
で
あ

り
、「
21
世
紀
は
日
本
の
時
代
」
と
持
ち
上

げ
る
報
道
も
多
か
っ
た
。
日
本
的
経
営
や
日

本
人
の
勤
勉
さ
が
も
て
は
や
さ
れ
、
成
長
モ

デ
ル
と
し
て
羨せ

ん

望ぼ
う

と
学
習
の
対
象
と
な
っ

た
。
ま
さ
に
「
ジ
ャ
パ
ン・ア
ズ・ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
部
で
は
「
日
本
脅
威
論
」
も
叫

ば
れ
、
日
本
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
な
ど
の
事
件

も
あ
っ
た
。
自
動
車
や
半
導
体
の
よ
う
な
最

先
端
の
分
野
で
日
米
は
競
争
状
態
に
あ
り
、

現
在
の
米
中
摩
擦
よ
り
、
あ
る
意
味
で
は
深

刻
で
あ
っ
た
。
が
、
日
米
同
盟
の
存
在
に

よ
っ
て
、
経
済
摩
擦
が
大
き
な
亀
裂
と
な
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、「
日
本
脅
威
論
」

を
聞
く
と
「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
」
と
表
面

で
は
反
論
し
つ
つ
、
ど
こ
か
に
な
ぜ
か
嬉
し

い
自
分
が
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。
正
直
な
と

こ
ろ
、
相
当
に
疲
れ
て
い
た
米
国
社
会
を
見

て
、
私
も
含
め
日
本
人
の
心
の
ど
こ
か
に
お

ご
り
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
後
、
日
本
は
プ
ラ
ザ
合
意
を
経
て
バ

ブ
ル
経
済
、
そ
し
て
そ
の
崩
壊
へ
と
向
か
っ

た
。
政
治
の
世
界
で
も
自
民
党
の
派
閥
政
治

が
限
界
に
達
し
、
93
年
に
政
権
交
代
、
そ
れ

以
後
は
現
在
ま
で
連
立
政
権
が
常
態
と

な
っ
た
。
世
界
で
は
冷
戦
構
造
が
崩
壊
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
が
押
し
寄
せ
た
。
そ
れ

以
来
20
年
、
日
本
は
再
生
を
叫
ぶ
が
、
い
ま

な
お
苦
し
い
。
長
年
の
最
大
の
課
題
は
、
自

己
完
結
的
な
日
本
型
シ
ス
テ
ム
を
い
か
に

国
際
水
準
に
適
合
さ
せ
る
か
、
で
あ
る
。

中
国
に
話
題
を
移
そ
う
。
中
国
の
経
済
成

長
は
、
ソ
連
崩
壊
を
目
の
当
た
り
に
し
た
鄧

小
平
が
市
場
経
済
路
線
に
大
き
く
軌
道
修

正
を
図
っ
た
１
９
９
２
年
以
来
の
こ
と
で

あ
る
。
中
国
は
一
時
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で

苦
し
ん
だ
も
の
の
、
２
０
０
１
年
に
世
界
貿

易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
加
盟
す
る
と
、
世
界

中
の
投
資
が
中
国
に
集
ま
り
、
再
び
成
長
軌

道
に
乗
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
権
力
と
富

が
一
体
化
し
た
既
得
権
益
支
配（
権
貴
政
治
）

が
跋ば

っ

扈こ

し
始
め
た
。
そ
れ
は
共
産
党
指
導
に

よ
る
市
場
経
済
の
副
作
用
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
資
産
を
公
開
せ
ず
、
税
負
担
を
逃
れ
、
富

の
偏
在
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。

２
０
０
７
年
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
か
ら

08
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
中
で
、
北
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
高
揚
感
も
あ
っ
て
、
中
国

型
統
制
経
済
の
有
効
性
が
「
北
京
コ
ン
セ
ン

サ
ス
」と
し
て
喧け

ん
で
ん伝
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本

を
抜
い
て
世
界
第
２
位
に
躍
り
出
た

２
０
１
０
年
、
中
国
は
国
際
社
会
で
自
己
主

張
を
ひ
と
き
わ
強
め
、
対
日
関
係
で
は
尖
閣

情
勢
に
合
わ
せ
て
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出
制
限

な
ど
の
威
圧
措
置
に
出
た
。
こ
れ
以
後
、中
国

は
対
米
関
係
に
し
か
関
心
が
な
い
か
の
よ
う

な
振
る
舞
い
を
周
辺
諸
国
に
見
せ
て
い
る
。

昨
秋
、
中
国
は
第
18
回
党
大
会
を
迎
え
、

習
近
平
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
も
は
や

高
成
長
時
代
は
終
わ
り
、
減
速
傾
向
が
顕
著

と
な
っ
て
い
る
。
世
界
経
済
の
減
速
が
中
国

経
済
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
景

気
後
退
、
雇
用
不
安
、
賃
上
げ
要
求
、
住
宅

バ
ブ
ル
、
環
境
悪
化
、
汚
職
蔓ま

ん
え
ん延

な
ど
の
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
江
沢
民
時
代
の

「
成
長
」、胡
錦
濤
時
代
の「
和
諧（
調
和
）」、

そ
れ
に
対
し
て
習
近
平
総
書
記
は
「
偉
大
な

中
華
民
族
の
復
興
」
を
繰
り
返
す
。
表
向
き

は
大
国
主
義
だ
が
、
内
実
は
脆も

ろ
い
。

自
己
完
結
型
の
日
本
の
景
気
低
迷
が
世

界
に
与
え
る
影
響
に
比
べ
、
中
国
経
済
の
浮

沈
が
も
た
ら
す
世
界
的
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
。
中
国
の
政
治
・
経
済
体
制
は
不
透
明

で
、
多
く
の
点
で
国
際
水
準
か
ら
ほ
ど
遠

い
。
中
国
水
準
に
普
遍
性
は
な
い
。
規
模
が

違
い
す
ぎ
て
比
較
は
難
し
い
が
、
日
本
の
経

験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
一
つ
。
国
内
体
制
を

で
き
る
だ
け
早
め
に
国
際
水
準
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
遅
れ
れ
ば
遅
れ
る
ほ
ど
後

の
傷
は
深
い
。
し
ば
し
ば
「
日
本
は
中
国
に

ど
う
向
き
合
う
か
」
と
言
わ
れ
る
が
、
よ
り

本
質
的
問
題
は
「
中
国
は
世
界
に
ど
う
向
き

合
う
か
」
で
あ
る
。
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